[image: ]	～あなたの生活に役立つ情報が満載の新潟鍼療センターからのたよりです～



























新潟鍼療通信
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こんにちは、院長の山田です。七夕の笹飾りに夏の訪れを感じる頃となりました。日差しも日に日に強くなり、青空には入道雲が顔をのぞかせています。さて、皆さんは今年の夏、どこかへお出かけになる計画はありますか。今、世界中の旅人から大きな注目を集めている場所があります。それは、スペインにある世界遺産にも登録されたガウディ建築の代表作『サグラダ・ファミリア』です。建築家アントニ・ガウディが設計し、1882年の着工から、なんと140年以上もの歳月をかけて建設が続けられてきた未完の教会です。「私たちが生きている間には完成しない」とまで言われてきたこの巨大な建築物が、今、大きな節目を迎えています。実は2026年2月、聖堂の中心にそびえる最も高い塔「イエス・キリストの塔」の外観が完成しました。高さは172.5メートルにも達し、サグラダ・ファミリアは世界で最も高い教会建築となったのです。長らく未完の象徴とされてきた教会が、ついに大きな山を越えたことになります。かつては完成までに300年以上かかるとも言われていましたが、現代の高度なデジタル技術や3Dプリンターなどの導入によって、建築スピードは大きく向上しました。時代を超えた職人たちの情熱と、最先端の技術が融合したことで、長い夢が少しずつ現実になろうとしています。今後も装飾や一部の工事は2034年ごろまで続く見込みですが、天才ガウディが遺 (のこ)した壮大な構想が、1世紀以上の時を経て形になっていく瞬間を見届けられるのは、現代に生きる私たちの特権と言えるかもしれませんね。そして、この壮大な聖堂には、日本人彫刻家の外尾悦郎 (そとおえつろう)さんが40年以上にわたって携わっていることをご存じでしょうか。遠く離れた異国の教会に、日本人の手と情熱もまた静かに息づい
ているのです。そう思うと、ぐっと親しみが湧いてきますね。遥 (はる)か遠い異国の地に思いを馳 (は)せながら
、人間が作り出す情熱の結晶の美しさを想像するだけでも、胸がワクワクしてしまいます。さて、こ
れから日増しに暑さが厳しくなってまいります。冷房を上手に活用して、室内でも快適な環境を保ち
ながら、熱中症対策をしっかりとされお過ごしください。　　新潟鍼療センター院長　山田敏夫
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－あなたの健康増進、健康回復をねがう－ 
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